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彦根市は、市制施行以来、半世紀の年輪が刻みこまれた記念すべき年を契機として、

新たな半世紀に向っての第 1歩を踏み出しました。21世紀の新しい時代に向い、社会的

変化はますます加速度が加わるものと予想されます。こうした中で当市教育委員会は、

「人づくり」を最大の課題として、時代を リードし、なおかつ大地にしっかりと根を下

ろした人間を形成するため、生涯教育についての方向性を大きく打ち出していかなけれ

ばならないものと考えております。この様な意味で過去の人々の英知をいかに引き継い

で行くのかは、今後ますます重要な課題であると言えましょう。

今回発掘調査を実施 しました馬場遺跡は、弥生時代中期の資料を純粋な形で私達の眼

前に見せてくれました。今後この地域の歴史を考える上で貴重な資料になるものと考え

られます。彦根市における考古学的資料はまだまだ少なく、今後 も調査を進めて行 く所

存でありますので一層のご支援をお願いいたします。

最後になりましたが、この調査にご理解をたまわり多大なご協力をいただきました田

中商事株式会社に対しましては厚くお礼をのべるとともに、ご協力をいただきました関

係の皆様方にも深 く謝意を表するしだいであります。

昭和 63年 3月

彦根市教育委員会

教育長 河  原 保  男
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1.本書は、彦根市日夏町字上大形 3729他に所在する馬場遺跡の発掘調査報告書である。

2。 本調査は、宅地造成工事に先だち、 (株)田中商事の委託を受けて彦根市教育委員会

が実施 したものである。

3.本調査の事務局は次のとおりである。

彦根市教育委員会社会教育課

課長 安 沢   進

課長補佐兼庶務係長  尾 本 吉 史

文化財係長 国 定 信 夫

4.現地調査および整理・報告は社会教育課技師本田修平が担当した。

5。 現地調査および整理・報告等の作業は次の構成で実施 した。

調査作業員 出口加寿夫・西村 昭三・辻  勘次・出口美代子・疋田千鶴子
若林みつ子・森 ひさ子・西村 梅野・田中 敏江 0高仁寿美子
寺村きみ子・寺村さた子・寺村 まつ・古川  久・出口 房江
竹中 美代

整理作業員 大西 裕子・小堀真由美・伏木 和子       以上敬称略

6。 本調査で出土した遺物および資料は当教育委員会が保管している。
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1.は  じ め  に

馬場遺跡は、県立河瀬高等学校新設に伴ない昭和57年度に県教育委員会文化財保護課の

指導で (財)滋賀県文化財保護協会が発掘調査を実施している遺跡である。その後市内遺

跡分布調査で遺跡の範囲が日夏町まで広がっている事が確認されていたものである。当遺

跡周辺は数回の試掘調査を実施 したが、礫層 0ス クモ層を確認 したのみにとどまっていた。

昭和62年 10月 に、 (株)田中商事の宅地開発計画に基づく事前審査が提出された。当市

教育委員会では該当地が馬場遺跡の範囲内である事が予想されたため、この段階で周知の

遺跡の範囲であり予定通り開発を実施する場合は文化財保護法に基づく手続きが必要であ

るとともに事前の調査が必要である旨回答 した。その後、昭和62年 10月 15日 付けで文化財

保護法第57条に基づく埋蔵文化財発掘届及び発掘調査依頼が当教育委員会に (株)田 中商

事から提出され、協議に入った。この結果、開発予定地約 25,000m2ぁ り、遺物の散布状況

より全面に遺跡が広がっているとは考えにくいため、先ず試掘調査を実施し、遺跡の範囲

を把握 して調査計画を立てる事とした。当市教育委員会では協議結果に基づき、同年10月

20日付け彦教委社第1068号で発掘届の進達および発掘調査通知を県教育委員会に提出した。

試掘調査は、同年11月 7日 に (株)田中商事代表取締役田中一郎氏立会のもとに実施 し

た。試掘 トレンチは、ほぼ 2× 2mの ものを重機にて計20ケ所設定して、遺構および包含

層の有無等遺跡の広がりを見たわけであるが、開発予定地の東の市道側約 七 が遺跡の範

囲である事が確認できた。この調査結果に基づき、発掘調査計画を立て、 (株)田中商事

と再度協議 し、昭和62年 11月 24日付で馬場遺跡発掘調査に係る委託契約を結ぶに至った。

彦根市教育委員会では、この委託契約に基づき昭和62年 12月 1日 より現地の発掘調査を

実施した。

2.位 置 と 環 境

馬場遺跡の今回の調査地点は、日夏町・清崎町・川瀬馬場町の境に位置している。日夏

町は、旧朝鮮人街道に沿つて広がっており、宇曽川と犬上川の沖積地に立地しており、西

側には琵琶湖岸の独立丘陵である荒神山が宇曽川をいだく様に存在している。中世の日夏

は、荒神山東側の山裾から宇曽川に沿って集落が広がっていた事が近年の古屋敷遺跡や宇
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曽川改修工事に伴なう妙楽寺遺跡の発掘調査で明らかになりつつある。荒神山東方の尾根

に日夏城があったと言われることや、琵琶湖から宇曽川に至る水運の利用等がその立地の

有力な要因であったと考えられる。彦根市史の日夏古屋敷絵図は集落中央を宇曽川が流れ

ていた様子が描かれているのはこの様な事情を物語っていると思われる。戦国時代末には

日夏城が落城 したと伝えられるとともに、江戸時代における朝鮮人街道の整備が現在地に

おける日夏の形成契機になったと思われる。日夏町周辺は湖岸に近い沖積地であるため地

下水位が現在でも高いが、古代か ら低湿地の発達した地形であったらしく、各所に湿田が

あったとともに湧水が多い。この様な地形は弥生時代における初期農耕の水田開発におい

ては非常に有利な条件であった。ほ場整備および宇曽川改修に伴なって発掘調査された妙

楽寺遺跡は確実に弥生時代中期まで遡れる資料が出土 しており、この時代以降平安時代に

至る複合遺跡であるとともに、一部は前述 した様に戦国時代末期まで続く集落跡であった6

また、馬場遺跡は、その大部分が川瀬馬場町に所在 し、県立河瀬高等学校用地がその中心

になると考えられ、河瀬高等学校新設に伴ない県教育委員会の指導のもとに (財)滋賀県

文化財保護協会が発掘調査を実施し、弥生時代中期後半のピットを中心とする掘立柱建物

跡を多数検出し、集落跡である事が明らかになった遺跡である。現在、荒神山の東側を屈

曲して流れる宇曽川は、地図で見るとデルタの発達が見られないのであるが、荒神山と湖

岸の間には曽根沼・野田沼の内湖があり、この内湖をかいして琵琶湖とつなが っていたと

考えられる。この内湖周辺に弥生時代前期の遺跡が存在 しても不思議ではなく、一つの可

能性として考える必要がある様に思われる。

湖岸の独立丘陵たる荒神山には、古墳時代の後期群集墳が現在確認できているもので25

基築かれているが、現在でも多くの社寺をその山域の中にもっており、そこには聖域とし

ての歴史をかいま見る事ができよう。古代末における東大寺荘園覇流圧もこの荒神山をシ

ンボルとする地域で展開された歴史のひとこまであろう。

中世においては、近江の国は佐々木氏が守護職として権勢を遮、るうわけであるが、中世

後半のこの地は江南の六角氏と江北の京極氏の政争の場として戦乱がくり返えされた。日

夏氏は江南六角氏につかえる土豪として荒神山東側の尾根に城館をかまえていた事は前記

したとおりである。

この地域は、荒神山を地域的なシンボルとしていたと考えられ、宇曽川を主要な河川と

し、江戸時代に朝鮮人街道として整備された巡礼街道が湖岸付近の主要街道であり、この

水陸の交通路を中心に歴史を形成してきたといえる。

県立河瀬高等学校建設に伴なって実施された馬場遺跡の発掘調査結果を1984年 3月 滋賀

県教育委員会 0(財)滋賀県文化財保護協会発行の「馬場遺跡発掘調査報告書』からまと
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めれば、以下の通りになる。遺構は、掘立柱建物14棟におよぶがその大部分のものは 1間

× 1間 01間 ×2間 もしくは 2間 ×2間のもので10m2前後の面積のもので、総数は14棟検

出されている。この中の一部のピットには柱根が残っているものがあった。この他の遺構

としては土拡が 20ケ所検出されているが、その性格は不明である。また、溝および河川も

確認されている。この様に、馬場遺跡は掘立柱建物跡を中心とする弥生時代中期後半の遺

跡で、竪穴住居跡を含まない掘立柱建物群の集落としてあまり例のない資料であり、弥生

時代の集落を考える上で非常に貴重な資料である。

3.調 査 の 結 果

馬場遺跡は、試掘調査の結果その範囲がほぼ5ρ00m2以 内である事が確認できたため、こ

の地域を調査範囲として、中央部に現況の田と並行 して伸びるトレンチを「キ」字状に設

定して確実な遺跡の範囲を確認する事を第一の目標とした。これは、この遺跡が沖積地の

舌状の微高地に立地 していると考えられたためで、試掘調査でも遺跡が確認できなかった

所は、南および西側が砂礫層およびシル ト層の沖積作用の結果形成された地形を示 し、北

側はスクモ層で低湿地であった事が考えられたためである。この「キ」の字状に設定 した

トレンチで遺構が検出できた場合はトレンチを増設 して遺跡の性格を把握する事として調

査を計画 した。この結果、 トレンチは計 9ケ所になった。

基本的な土層は、耕作土が4 cm前後あり、第 2層の床土は灰褐色粘質土層で 10～ 20 cmあ

り、第 3層は褐色砂礫土から褐灰色粘質土層になり遺構面になる。ただし、一部は、植物

遺体混りの黒褐色粘土層になり、この部分は低湿地であったと考えられ無遺構であった。

以下、各遺構について述べてみたい。

〔掘立柱建物跡 〕

各 トレンチで検出できたピットは径10 cmの ものから径 lm近い土鉱と区別のつけにくい

ものまで多数検出しており、深さも平均で10 cm前後であり浅いものは 5 cmの ものまである。

このため、不整形な形で建物跡とした場合、収拾がつかなくなるおそれがあるため、柱間

がほぼ等距離 (桁行の柱間と梁行の柱間は異なる場合が多い )を なし、かつ桁行と梁行の

軸線が直交する事を原則とした。ただしピットが検出できなかった所や トレンチの外側に

伸びる可能性が考えられる所もあり、一応の複元案としておきたい。
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SB-1

1ト レンチ南端で検出 したもので、桁行 2間・梁行 2間のもので:柱穴は直径 30cm前後

のものであり、柱間は桁間 2mで梁間 1.4mであり、床面積は 15。 2♂である。 主軸はN=

53°一Eを言十る。

SB-2

SB-1と 重複するもので、桁行 1間・梁行 2間 と考えられるもので、柱穴は直径∞cm

前後の ものであり、床面積は 9。 68m2で ある。主軸はN-41°一Wを計るが、 梁行はまだ伸

びる可能性がある。

SB-3

SB-102と 重複するもので、桁行 1間・梁間 2間 と考えられるもので、柱穴は30cm

前後の直径を もつものであり、柱間は桁間 2.4mで 梁間 1.3mであり、床面積は 6.24m2で

ある。主軸はN-28°一Wを計るが、梁行はまだ伸びる可能性がある。

SB-4

SB-1の 約 lm北側で検出 したもので、桁行 1間・梁行 2間のもので、柱穴は直径 30

cm以下のものであり、柱間は桁間 2.6mで梁間 1.4mであり、床面積は 7.28m2で ぁる。主軸

はN-67°一Wを計る。

SB-5

SB-4の 北側 0。 5mの所で検出 したもので、桁行 1間・梁行 1間のもので、柱穴は直

径 30 cm以下のものであり、柱間は桁間 2.6mで梁間 1.4mであるが、 SB-4と 同規模の

ものと考えられ、 1間 ×2間のものと考えられる。主軸はN-51°一Wを計る。

SB-6

2ト レンチ東側で検出したもので、現状では 1間 ×2間のものであるが トレンチ外に伸

び桁行 2間・梁行 2間 と考えられ、柱穴は30cm前後の直径をもち、柱間は桁間 1.5mで 梁

間は 2mの ものである。主車由はN-66°一Eを計る。

SB-7

SB二 6と重複するもので、現状では 1間 × 1間であるが、 トレンチ外に伸び桁行 1間
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・梁行 2間の建物と考えられ、柱穴は直径30cm前後のものであり、柱間は桁間 2.2mで梁

間 1.7cmである。主軸はN-45°―Eである。

SB-8

SB-7の 西側 1.5mの所で検出したもので、現状で 2間 × 1間であるが、この建物もト

レンチ外に伸び桁行 2間・梁行 2間 と考えられ、柱穴は30cm前後で、柱間は桁間1.lmで

梁間 1.5mである。主軸はN-19吐 Eである。

SB-9

SB-8の 西側 2mの所で検出したもので、桁行 2間・梁行 2間で、柱穴は30 cm以下の

もので 、柱間は 1.5mの ものである。ただし、この建物もトレンチの外に伸びる可能性が

あるが現状で 9m2で、主軸はN-48°一Eである。

SB-10

SB-9と かさなるもので、現状で 1間 ×2間
′
であるが トレンチ外に伸びると考えられ

桁行 2間・梁行 2間の建物であろう。柱穴は40cm以下で、柱間は 1。4mである。主軸はN―  ｀

54吐 Eである。

SB-11

SB 10西側に隣接するもので、現状では 1間 ×2間であるが トレンチ外に伸び桁行 2

間・梁行 2間のものであろう。柱穴は30cm前後のもので、柱間は桁間 lmで梁間1.7mのも

のである。主軸はN-60°―Eである。

SB-12

SB-11西側に接して検出したもので、現状で 1間 ×3間のもので、柱穴は30cm前後で、

柱間は lmで あるが、 トレンチ外に伸びる。主軸はN-23° 一Eである。

SB-13

3ト レンチで検出できたもので、桁行 1間で梁行 2間のもので、柱穴は最大50cmの 直径

をもち、柱間は桁間2m。梁間 1.5m、 床面積は 6m2でぁる。主軸はN-20°―Eである。
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SB-14

4ト レンチ南端で検出できたもので、桁行 1間・梁行 2間のもので、柱穴は50cm前後の

もので、柱間は桁間 2mで梁間 1.3mあ り、床面積は5.2m2で ぁる。主軸はN-42°―Eであ

った。

SB-15

SB■ 4の北側 3mの所にあり、桁行 1間で梁行 2間のもので、柱穴は50cln以下であり、

柱間は桁間 2.4mで梁間 1.5mあ り、床面積は 7.2m2を計る。主軸はN-61°―Wである。

SB-16     ヽ

SB■ 5の北側に隣接 して検出したもので、桁行 2間で梁行 2間、柱穴は最大50cmあ り、

柱間は桁間 1.4mで梁間 1.6mあ り、床面積は 11.76m2を計る。主軸はN-69°一Eである。

SB-17

5ト レンチ南端で検出したもので、現状で 1間 ×2間であるが トレンチ外に伸びて桁行

2間で梁行 2間 と考えられ、柱穴は50cm前後で、柱間は桁間 1.3mで梁間 2mである。 主

軸はN-43°一Wである。

SB-18

SB■ 7の北側 2mの所にあり、桁行 1間で梁行 2間あり、柱穴は30cm前後で、柱間は

桁間 1.8mで 梁間 1.4mで 、床面積は 5。 24m2を計る。主軸はN-28°―Eである。

SB-19

5ト レンチ北端で検出したもので現状で 1間 × 1間であるが トレンチ外に伸び桁行 1間

で梁行 2間 と考えられ、柱穴は30cm前後あり、柱間は桁間 1.4mで梁間 lmである。 主軸

は、N-40°一Eである。

SB-20

6ト レンチ南端で確認 したもので、桁行 1間で梁行 2間であり、柱穴は40cm以下であり、

柱間は桁間 2.3mで梁間 1。 5mあ り、床面積は 6。 9m2を計る。主軸はN-40°一Eである。
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SB-21

SB-20と重なるもので、桁行 2間で梁間 2間であり、柱穴は最大60cmで、柱間は桁間

2.3mで梁間 2.6mあ り、床面積は 23。 92ポ を計る。主軸はN-52咀 Wである。

〔土鉱 〕

土拡は各 トレンチで lm前後の円形のもの、長径 1.5m前後の楕円形のもの、また方形

のもの等検出されているが、深さ10～ 20 clnと 浅く、井戸や土拡墓等は考えにくいものであ

り、その性格は不明である。また、浅い地形のくばみに包含層の土が溜ったものもあると

考えられる。

2T東端部では、現状で直径 7mほ どのSX-1を 検出した。このSX-1は 深さ40cm

あり、東側には甕が多量に破棄されていたが、中の土は植物遺体の混った黒灰色砂質土で

あり、集落内に残された湿地状の落ち込みであると考えられる。

〔溝 〕

溝は、遺跡の西端でSD-30SD-40SD-5の 3本が検出されている。この 3本

の溝は交わり結果的に 1本になるもので、 2段の段掘りがなされており人工の溝と考えら

れる。この溝の中からは、鍬 0弓・高不等の木製品や獣骨等が出土している。

4.ま と

以上の様に、今回の馬場遺跡の発掘調査では掘立柱建物跡21棟・土拡 0溝等を検出した

が、この調査結果から考えられる遺跡の性格を考えてみたい。

馬場遺跡は、沖積地の低湿地に囲まれた極低い微高地に立地するもので、今回の調査地

北側の中央部で無遺構のスクモ混りの黒褐色粘土層が検出されており、集落内にも低湿地

が広がっていたことが想像される。また、溝の掘り込み中には湧水に悩まされた事等から

地下水位も高かったものと考えられ、これらの水を抜くために溝が掘られていたものと考

えられる。ピットが掘られている地山は遺跡中央部は黄褐色粘質土であったが、周辺部に

行くと砂質土から礫混り土に変わり、地下水位が高かった事とあいまって良好な生活環境

とは言いがたい。このため、竪穴式住居では湿気が強く、立地的にむいていなかったと考

えられ、この事から平地式または高床式の住居を基本的な形態としていたと考えられる。

出土遺物は、石斧・砥石の石製品、鍬・弓・高不等の本製品、土器が主である。土器は

め
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県教育委員会が県立河瀬高等学校建設時に実施した発掘調査の結果と同様第Ⅲ OⅣ 様式の

中期後半だけのものであったが、年物の重複から遺構的には 3時期あったと考えられる。

この集落は、この時期だけであり以降には続かなかったのであり、極限られた時期だけで

廃絶してしまったのも前記した地形的な条件と密接な関係があるものと考えられる。

弥生時代中期における掘立柱建物だけの集落跡の資料はまだまだ少なく、今後この様な

地形的条件の所の調査が進むと資料が増加するものと考えられるが、イメージとしては南

方の水上住居的なものが考えられるのではないだろうか。弥生時代においてもこの様な住

居様式を考慮しておく必要があるだろう。
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爬

ｏ

。
測
需
も
く
３
栗
Ｃ
恒
Ｒ
埋
煙

旧
く

′
）
悧
器
ヽ
く
３
黒
Ｃ
Ｅ
Ｒ
準
旧
く
煙
喘
野
ｏ

。
側
駆
ヽ
小
郷
煙
旧

く

′）
悧
需
も
く
３
黒
Ｃ
恒
Ｒ
凛
煙
旧
く
喘
縣
□
ｏ

。悧
駆
ｓ
憂
い
ζ
ｅ
ζ
恒
像
＝
６
条
卜
で
卜
一
条

慕
ψ

′）
悧
需
ｓ
憂
い
ζ
Ｃ
恒
Ｒ
礁
後
議
爬

″煙

旧
Ｃ

′
Ｄ
Ｊ
知
迦
掏
辮
需
ヽ
く
３
要
旧
く
煙
論
せ
ｏ

。
副
駆
ヽ
小
増
星
ρ
測
恒
く
く

′
煙
喘
礎
□
ｏ

。
罫
Ｋ
■
製
Ｃ
昼
扁
憮
騰

′
煙
恒
く
喘
せ

ｏ

。
Ю
ト

や
悧
器
ヽ
く
巡
Ｃ
や

′
Ｄ
ｕ
縛
迦
掏
悧
需
十
ヽ
ヽ

３
黒
０
０

′で
や
０
食
運
喘
丼
引
喘
堅
●
４
睛
爬
ｏ

。
悧
用
ヽ
小
響
足
ρ
測
恒
く
く
煙
議
礎
□
ｏ

地

ミ

。
●
田
星
喘
幽
Ｃ
幽
叶

３
抑
く
０
０
悩
悩
ｅ
）

′
９
響
星
喘
即
盤
Ｋ
嘔
Ю

穂
せ
ゼ
ー
ｓ
晰
喘
爬
３
響
゛
怒

０
悩
埒

′
セ
論
せ

ｏ

。
ゆ
£
拘
絆

）
⊃
ｓ
爵
旧

〉
眠
掏
論
普
⊃
興

一
ホ
掏
喘
＝
和
肥

）
Ｄ
ｍ
く
０
「
喘
野
収
。
悩
Ｄ
０
０

′煙
喘
緊
□
ｏ

。
〉
囲
）
⊃
邸
く
煙
喘
せ

０
「
請
幽
ｅ
幽
叶
響
拘
そ
ｏ

。
３
響
゛
懸
ｓ
椰
穂
煙
喘
爬

ｏ

。
Ю
ｑ
拘
黎
）
Ｏ
ｓ
爵
旧
掏
喘
碁
⊃
図

０
本
型
Ｒ

Ｈ
掏
請
＝
和
肛
）
⊃
広
く
０
「
喘
野

′
煙
議
蝉
□
ｏ

。卜
゛
）
増
星

邸

ｓ
縛
゛
掏
継
メ
Ｃ
や
Ｅ
寂
く
目
Ｃ
≪

Ｎ
星
清
眠
ｏ

Ｏ
〉

鰹
測
ζ
喘
幽
収
ｏ
悩
⊃

〉
↓
６
条
υ
ψ

′
０
田
星

喘
即
郎
К
嘔
Ю
く
星
喘
暉
＝

′
ｓ
怒
０
，
煙
喘
眠
ｏ

。
Ю
鸞
拘
絆
）
⊃
型
ミ
駅
川
恒
藝
）
⊃

９
詳
旧

〉
謳
掏
喘
普

′
９
せ
望
訃
Щ
Ｏ
，
掏
旧
く

′
和
歴
）
Ｄ
Ｓ
く
星
駅
ぷ
ｓ
局
喘
野

′
連
諸
蝉
□
ｏ

。
〉
螂
測
ζ

論
幽
製
ｏ
悩
Ｄ

〉
柘
６
条
ｕ
）

′
０
田
足
喘
即
嬰

Ｋ
唱
Ю
卜
制
辺
星
選
＝

′Ъ
゛
騨

０
悩
穂
煙
論
爬
ｏ

。
Ю
撻
拘
黎
）
Ｄ
ｓ
爵
旧

〉
部
型
ミ
駅
田
旧
藝
掏
喘

普

′
和
歴
）
⊃
広
く
星
郵
＝
Ｃ
「
〉
」
′
せ
喘
礎
□
ｏ

咽
　
　
運

Ｂ
ｏ
。無
健
曲

［日
あ

．∞
Ｈ
′ヽ，‐即
日

目
０
・錦
濡
幽

［８

∞
。
Ｎ
”
Ｗ

□

Ｓ

Ｎ

即
日

【８

ｏ
ド

［
即̈

□

野 ミ

岬 鴎

細

輝
引
係
測
承

即

鵠
＝
係
期
添

細

鵠
引
係
期
Ｋ

細

鵠
引
係
期
Ｋ

即

聰
引
係
Ｊ
承

中

蜘
ヾ
Ｈ
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引
ヨ
∞
―
い
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∽
い

Ｎ

引
■
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∽
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∽
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∽
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∞

＝
■
∞
―
∞
―
∩
∽

い

∞

＝
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―
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∽
卜

Ｎ

掻
撃

。
駆
Ｊ

。
＝

J

騒渇杯
掻
撃
駆
Ｊ
引
墾

邸
０
０

¨

Ｊ
駆
憔
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Ц

¨
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郷
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０

¨
掻
撃

Ｊ
枢
К
バ

¨
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虫
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墾

杯
０
０

¨
掻
嬰

Ｊ
鯉
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¨
駆
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虫
Ц

¨
引
墾

郷

¨

Ｊ
佃
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¨

職
Ц
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菫露曇

杯

Ｊ
鯉
憔
虫
Ц

J駆 掻
墾 J撃

翻

謳

。辮
器
ヽ
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壇
ρ
測
旧
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′煙
議
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ｏ
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需
ヽ
小
響
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測
旧
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□
ｏ

。
脚
駆
ヽ
く
３
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∞
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［
ト
ロ
く
議
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ｏ
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悧
駆
Ъ
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小
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辮
需
ヽ
く
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煙
旧
Ｃ

。
い
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に
掏
悧
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い
く
３
黒

星
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卜
感
回
測
慎
十
ヽ
ヽ
Ｃ
ｕ
巡
Ｃ
Ψ

′
⊃
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縛
理
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駆
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ヽ
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黒
）
椰
∞
＼
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議
せ

ｏ

。
悧
用
ヽ
く
３
黒
Ｃ
Ｅ
像
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旧
く

′
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く
ｅ
Ｃ
Ｒ
響
旧
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喘
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□
ｏ

。
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小
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測
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。
悧
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悧
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′後
ヾ
３
）
⊃
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扁
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Ｒ
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。
罫
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収
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昼
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Ｒ
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煙
旧
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駆
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撫
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＝
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駆
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。
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旧
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ｏ

。
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小
世
せ
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ｏ
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。
ゆ
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星
喘
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堅
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四
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諸
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゛
怒
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。
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爵
旧

〉
韻
星
簗
駅
田
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掏
清

普

′
和
肥
）
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広
く
世
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伴
Ｃ
「
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′
で
清
緊
□
ｏ

。
Ю
３
）

ｏ
怒

〉
謳
煙
喘
堅
Ｃ
υ

′後
Ю
田
星
喘
即
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К
略

Ю
穂
型
喘
週
＝
０
「
議
回
収
ｏ
怒
０
，

′で
清
せ
ｏ

。
わ
尽
せ
≦
駅
川
）
嗽
Ｈ
Ｃ
継
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掏
旧
く

′
ぐ
展
）
Ｄ
Ｒ
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）
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Ｈ
郷

い
ζ
掏
旧
普

ｏ

。
Ю
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拘
絆
）
Ｏ
ｓ
詳
旧

〉
謳

星
櫂
収
＝
恒
褻
掏
喘
普

′
０
こ

〉
叫
０
０
掏
旧
く

′
和
肥
運
ぐ
範
珈
く
足
邸
絆
Ｃ
「
〉
」
′
煙
喘
緊
□
ｏ

。
Ю
卜
悼
く

［
掏
Ｋ
駅
展
響
拘
く
ｏ

。
Ю
ヽ
く
掏
メ
緊
曰
Ｃ
≪

¶
型
旧
く
請
暉
□
ｏ

。
Ю
ｅ
拘
黎

〉
択
掏
論
碁
）
⊃
ｍ
く
〉

謳

０
「
清
せ
Ю
後
コ
、゙

樹
）
⊃
邸
く

′で
喘
礎
□
ｏ

。
Ю
彎
拍
黎

〉
択
掏
枡
碁
Ｄ
■
和
悪
）
⊃
邸
く
足
郷

「
誰
さ
駆
」
や
碁
―

い
や

′
⊃
■
型

ｍ
型
軍
く

〉
組

掏
碁
―

′
ｓ
局
喘
せ
Ю
後
＝
゛
倒
゛
後
蝙
Ｄ
ｍ
く
ｏ

。
Ю
ヾ
゛
Ｒ
撫
測
Ｃ
ρ
収
３
）
む

ヽ

′
゛
条
測
ｕ
３
響
ヾ
゛
眠
後
櫓
霞
螂
釈
煙
喘
幽

ｏ

Ｏ
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υ
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壼
掏
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Ｃ
礁

０
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旧
く
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郎
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測
喘
せ
ｏ

。
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駅
田
旧
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ｏ
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掏
論
普
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゛
ぺ
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測
喘
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Ｃ
聰
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⊃
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く

ｏ

。
ゆ
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′
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０
駄
掏
Ｄ
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∞
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邸
運
議
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ｏ
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Ю
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型
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収
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韻
掏
旧
く
喘
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ｏ

酬
　
　
運

目
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□
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日
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Ｎ
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．Ｈ
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０
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¨
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Ｊ

職
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興
台
Ｃ
卜
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引
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杯

¨
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撃

Ｊ
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バ

¨
需
Ｊ

職
Ц

¨
引
豊

側

需

。
罫
Ｋ
運
悧
需
彎
収
Ｃ
墨
願
熙
囀
旧
く
Ｃ
ｏ

。
罫
Ｋ
彎
収
Ｃ
昼
罹
Ｒ
鵠
星
で
測
旧
く
く
ｏ

卿
佃

簗

。
●
ミ
く
掏
メ
モ
尽
星
卜
ｅ
メ
騨
尽
ｏ

。
Ю
緯
く
掏
メ
籠
尽

Ю
卜
測
Ｋ
瀾
掏
簗
ミ
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星
■
Ｃ
）

′
Ｄ
回
凶
）
ヾ

く
掏
紫
尽
に
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）
叫
Ｈ
Ｃ
纂
い
ζ
越
卜
調
Ｃ
Ｄ
畑

ｏ

。０
駄
掏

Ｄ
姿
畑
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‘
Ｃ
く

［
）
≦
暉
せ
世
論
丼
＝
詰
昌
ｏ

。
Ю
後
＝
゛
倒
足
К
本
「
４
１
口
」
「
一

喘
畢

′脅
拘
絆
型
叶
）
⊃
掏
０
い
旧

〉
組
で
輪
碁
ｏ

。
●
ヾ
く
掏
継
メ
Ｃ
郷

「
メ
副
く
」
星
旧
く
喘
普

ｏ

。
卜
侭
掏

基
娯
収
慕
Ｎ
ｅ
喘
悩
星
旧
ｃ
収
郎
ｃ
喘
せ

測
論
昌

ｏ

。
Ю
９
拘

絆

〉
択
掏
喘
普
和
肛
型
郷

「
ユ
ー
ロ
」

′
煙
論
昌
ｏ

。
Ю
３
）
３
暖
掏
ヽ
Ｎ
Ｃ
際
燕
合
）
無
縛
Ｒ
彗

ｏ

。
ゆ
埒
）

条
゛
£
響
煙
』
繋

′慕
£
噸
Ｎ
隊
和
台

′
煙
ヽ
Ｎ
ｏ

。
Ю
慕
心
賦
後
旧
眠
選
Ｃ
旧

寸
）
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ｏ

。
３
黒
■
０
煙
』
累

′
ヾ
Ｃ
唖
測
際
燕
台
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ｏ

。
Ю
慕
゛
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旧
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Ｃ
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Ю
ヽ
位
掏
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駄
Ｃ
Ｏ
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旧
Ｃ
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ｏ
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縛
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掏
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Ｃ
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収
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９
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収
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図版 1 調査地点と周辺の遺跡

馬場遺跡 (今回の調査遺跡 ) 10 跡泣退谷南

2 跡遺池ケ鶴 群墳古山ネ申書
川

3 跡遺田杉 12 跡泣退敷屋古

4 跡一退道海西 13 跡遺沼根曽

5 跡遺東ノ辻 14 跡城夏日

6 跡一退寺ム
ロ蓮 15 跡一退沼田野

7 跡遺村寺 16 跡呂甘 菫退

8 跡一退目蛭 17 遺尻 跡沢上

9 壼退寺楽妙 跡
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図版 2 馬場遺跡 トレンチ配置図
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図版 3 馬場遺跡 2ト レンチ遺構図
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図版 4 馬場遺跡 106ト レンチ遺構図
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図版 5 馬場遺跡 309ト レンチ遺構図
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図版 6 馬場遺跡 507ト レンチ遺構図
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図版 7

SD-8-4

馬場遺跡 408ト レンチ遺構図
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図版8 馬場遺跡出土遺物実測図
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図版 9 馬場遺跡出土遺物実測図
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図版 10 馬場遺跡出土遺物実測図
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図版 12 馬場遺跡出土遺物実測図
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図版 13 馬場遺跡出土遺物実測図
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図版 14 馬場遺跡出土遺物写真
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図版 15 馬場遺跡出土遺物写真
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図版 16 馬場遺跡出土遺物写真
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図版 17 馬場遺跡出土遺物写真
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馬場遺跡出土遺物写真
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図版 19 馬場遺跡出土遺物写真
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2丁 遺構掘 り込み状況

2T遺構掘 り込み状況
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図版 20



2T SD-2-1遺 物出土状況

SD-2-4掘 り込み状況
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2T図版 21



1丁 遺構検出状況

1丁 遺構掘 り込み状況
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図版 22



3T遺 構掘 り込み状況

SD-3-3遺 物出土状況
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図版 23 3T



9丁  SD-9-5掘 り込み状況
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9T SD-9-5遺 物出土状況図版 24
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